













































































































































































































































































































































（Balfour 1979；Taylor 1999） の ほ か， 情 報 省 や 政 治 戦 争 執 行 部（Political Warfare Executive: 
PWE）などのプロパガンダ機関に焦点を当てた研究（McLaine 1979；Garnett 2002），第二次世界
大戦時におけるマスコミュニケーション全般を扱った研究（Curran and Seaton 1997；Williams 
1998）， 放 送 に 焦 点 を 当 て た 研 究（Briggs 1970；Scannell and Cardiff 1986；Hickman 1995；






Cole 1990; Stenton 2000; Brooks 2007）や，（旧）植民地に向けた放送に関する研究（Potter 2012），




















































































（British Broadcasting Corporation: BBC）に改められた。1955年９月に民間放送局ITVが放送を開
始するまで同局は国内における独占を維持し，今日に至るまで英国の放送において中心的な役割を
果たしている。また，1923年には59万に過ぎなかった聴取ライセンス保持者数は1939年までに908




































道が偽りであったことを告発して大きな反響を呼んだ（Ponsonby 1928; Wollaeger 2006: 222）。全















Falsehood Corporation: BFC）と呼ぶ者もいたという（Pegg 1983: 180）。
　そして，こうしたプロパガンダに対する不信は，1930年代の英国においてナチスの危険性を訴





































とがどのように受け止めたのかを明らかにしようと試みている（Jennings and Madge (eds.): 2009）。












































































情報官（Regional Information Officer: RIO）による情報収集である。RIOは大都市圏以外の地域に
ついて地方公務員や地方紙の記者，ボランティア団体などとの接触を通じて情報を収集したのみな
らず，街頭やパブで小耳に挟んだ情報までも含めて，ロンドンの情報省に対して電話で毎日の報告
























































を寄せていた（McLaine 1979: 219-220; Mackay 2002: 65）。だからこそ，







から，敵意すら抱いていたと言われる（Wenden 1993: 218-219; Hickman 1995: 29）。
　それに対し，上述のように情報省の高官は戦争の前半にはエリートパニックに近い状態に陥って
おり，とりわけ労働者階級の人びとの士気に疑念を抱いていた。だからこそ







































































































































































ではないかと危惧されたのである（Briggs 1970: 577-578; Nicholas 1996: 238）。BBCの経営委員会，
同局の副会長（1942年２月より会長）セシル・グレイブス，番組統括者バジル・ニコルスらはリ
ンの歌の影響力を警戒し，その「解毒剤」としてより雄々しい歌を流す番組の提案を了承した。そ
































































































































（Briggs 1970: 322; Balfour 1979: 208）。戦時内閣のこうした姿勢を受け，ベヴァリッジ報告に関す
る番組の放送はその後すぐに行われなくなり，12月19日に報告の要約版を兵士に配布し始めた陸
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